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嫌
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２
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▲外国語指導助手

　エミリー・ワルシュさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　私が教える中学生は、英語の教科書からアメリカ映画の『E.T.』
　　　　　　　　　　　　　　　　を知りました。私たちの世代の北アメリカの人々は、エイリアン
　　　　　　　　　　　　　　　　という言葉から、すぐE.T.をイメージします。来日して市役所で
　　　　　　　　　　　　　　　　行った外国人登録が印象に残っています。なぜなら、英語では、
　　　　　　　　　　　　　　　　「外国人」のことを「エイリアン」というからです。それからは、
　　　　　　　　　　　　　　　　エイリアンを見るには、鏡をのぞけばいいだけでした！
　最初は、自分がまるで他の惑星からやってきたような気がしました。たまにスーパーなどで立ち止
まって私をじっと見ている人がいたし、言いたいことを伝えるために変わったジェスチャーと簡単な
日本語が必要でした。しかし、今ではこれが、私と日本人との絆を強くする機会であったように思い
ます。
　一番印象に残っているのが、周りの人の親切さと思いやりです。例えば、カナダの友人が病気にな
ったとき、私の生徒たちが折り紙で千羽鶴を折ってくれたこと。そして、車で事故にあったとき、友
だちが一日休みをとって交番へ行き、説明をしてくれたこと。日本で嫌な目にあったこともあるけれ
ど、日本で住む素晴らしさは決して忘れません。
　そして、私が生徒たちにどんな印象を残すかが気になります。外国人と出会って、海外へ行く勇気
を持ってくれたらとても嬉しいです。たくさんの人が海外に住むことで、自分が「外の人」だとあま
り感じなくなるような世界になることも祈っています。
　授業で『E.T.』の最後のワンシーンを見ている生徒の顔を見て、どれほど日本を去るのが寂しいか
しみじみ感じました。地球を去る前に、E.T.が友だちに「ずっとここにいるよ」と言います。人はこ
れほど温かく迎えられた所から、完全に去ってしまうことはできないと思います。ですから、私のあ
る部分はずっと日本に残ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞
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